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神崎の地域バイオマス研究究
との関わり

• おかやま木質バイオエタノール研究会(会長)
岡山県の取組 真庭市の森林資源の有効利用岡山県の取組，真庭市の森林資源の有効利用

• 中国四国バイオマス発見活用協議会(座長)中国四国バイオマス発見活用協議会(座長)
環境バイオマス総合対策推進事業

(社)日本有機資源協会 地域バイオマス発見活用促進事業(社)日本有機資源協会 地域バイオマス発見活用促進事業

補助事業実施者：(株)廃棄物工学研究所 (岡大発ﾍﾞﾝﾁｬｰ)

• 内閣府の地域活性化システム論開講
農と福祉 バイオマスを取り上げる農と福祉、バイオマスを取り上げる
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民
（地域に重要な課題を選別し連携を仕切れる人材の発掘が重要）

大学・独法研究機関・地方研究機関・民間が連携して課題に取り組む
（それぞれが独りよがりにならないよう）
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日本のバイオマス政策・研究は？日本のバイオマス政策 研究は？

①バイオマスエネルギー大国と勝負して量産①バイオマスエネルギ 大国と勝負して量産
するのか？
技術開発し も国内生産 は経済性 点 限界がある技術開発しても国内生産では経済性の点で限界がある

本当に量産するためには組み換え技術，発酵生産技術等を
輸出してアジアでの生産を考えるのが経済的なはず

②日本はバイオマスの地産地消で活路を見い②日本はバイオマスの地産地消で活路を見い
だすべきでは？す き
森林資源大国の日本が食糧安全保障・地域活性化を考えな
がら エネルギー問題の一部解決を目指すべきでは

そのためには，政策・技術開発が両輪となる必要有り

がら，エネルギ 問題の 部解決を目指すべきでは

特にバイオマスの地産地消を実施するために特有の技術開発があるはず



森林バイオマス地産地消の政策森林バイオマス地産地消の政策

• 林業活性化

現在の補助金制度では間伐して放置されて
いる林材が多すぎいる林材が多すぎ

コストの高い林地残材の搬出をどうするか

• それら森林バイオマスを地産地消するための
技術開発振興技術開発振興

バイオ燃料生産とともに付加価値の高い製品バイオ燃料生産とともに付加価値の高い製品
の開発



岡山における岡山における
森林バイオマス利用の取り組み森林バイオマス利用の取り組み





森林バイオ森林バイオマスの
地産地消のためには地産地消のためには

バイオ燃料生産のみではなく
資源のカスケ ド利用が不可欠資源のカスケード利用が不可欠





森林バイオ森林バイオマスの
カスケード利用のためにはカスケ ド利用のためには

政策面での新しいシステム構築
とともにとともに

新たな視点にたった技術開発新たな視点にたった技術開発
が必要

特に経済性を考慮したバイオマ
ス収集技術の開発は重要ス収集技術の開発は重要



セルロースイノベーション
産総 バ オ 究 タ(産総研バイオマス研究センター)



セルロースイノベーション
産総 バ オ 究 タ(産総研バイオマス研究センター)

地域における産業展開地域における産業展開
へ生かす生かす

政策面、技術開発面の両面から





NPO法人 中四国アグリテックの取り組み

地域バイテク懇として平成４年に中国
四国地域農林水産・食品先進技術研究
協議会が設立され，平成１９年にNPO
法人化。現在神崎が理事長法人化。現在神崎 事長

競争的研究資金等への
研究課題検討会

１１月１３日、１２月１０日
研究計画面へのアドバイス
文章作成・プレゼンへの技術アドバイス

現場のフィールド研究にとって
・大学
・各県農業試験場等

検討会 経緯を ま た

・各県農業試験場等
・地方の中小企業
と連携するプロジェクトは重要

検討会での経緯をふまえた
地方枠などインセンティブが必要
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最後に最後に

• 競争的資金の配分集中化をせず、良い意味
でのばらまきも重要でのばらまきも重要

• 隠れた研究課題シーズ・人材を根気よく発掘

• 大学の研究者には 論文作成を第一とする
研究者 現場（農家）とのつながりを第 とす研究者・現場（農家）とのつながりを第一とす
る研究者・企業とのつながりからテーマ設定
する研究者など 様々。それぞれをバランス
よくピックアップよくピックアップ

★ 融通の効く公的資金の利用制度を


